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天 

飛
梅
や
異
国
の
客
も
へ
だ
て
な
く    

宗
道 

 
地 
さ
げ
も
ん
の
影
や
は
ら
か
く
春
う
ら
ら     

霊
峰 

 
 

人 
マ
フ
ラ
ー
に
決
意
の
色
や
受
験
生 

 
 
 
 

霊
峰 

 
 

1 
 

破や

れ
傘
の
薄
ら
化
粧
や
雪
の
朝
（
霊
峰)

６ 

2 

手
水
鉢
メ
ダ
カ
も
底
へ
冴
え
返
る
（
無
尽
） 

3 

春
遠
し
廊
下
の
光
静
か
か
な
（
宝
蔵
）
２ 

4 

積
雪
や
見
下
ろ
す
町
の
静
か
さ
よ
（
慧
澄
）
３ 

 

5 

文
旦
の
砂
糖
煮
添
え
て
渋
茶
な
り
（
白
堂
）
１ 

 

6 

厳
寒
や
片
手
に
重
し
缶
ビ
ー
ル
（
大
造
） 

 

7 

飛
梅
や
異
国
の
客
も
へ
だ
て
な
く
（
宗
道
）
12 

 

8 

節
分
や
ペ
ッ
ト
検
診
終
わ
り
た
り
（
寶
州
）
１ 

 

9 

暗
闇
に
音
も
静
か
に
雪
の
舞
う
（
宝
蔵
）
５ 

10 

亡
父
の
松
初
雪
の
せ
て
音
閑
か
（
無
尽
） 

 

11 

さ
げ
も
ん
の
影
や
は
ら
か
く
春
う
ら
ら
（
霊
峰
）
10 

 

12 

ス
ダ
イ
ダ
イ
は
さ
み
持
つ
手
が
か
じ
か
ん
で
（
宝
蔵
）
１ 

 

13 

翡
翠
が
空
中
停
飛
冬
日
和
（
大
造
） 

14 

緑
苔
頭
を
見
せ
し
福
寿
草
（
寶
州
） 

15 

肥
後
禅
堂
冷
下
７
℃
に
眠
り
お
り
（
白
堂
）
４ 

16 

冬
牡
丹
藁
の
覆
い
の
隙
間
か
ら
（
寶
州
）
２ 
 

17 

ご
つ
ご
つ
の
幹
に
や
さ
し
き
梅
の
花
（
宗
道
）
８ 

18 

ほ
ら
雪
よ
ス
マ
ホ
の
孫
の
声
弾
み
（
白
堂
）
２ 

 

19 

マ
フ
ラ
ー
に
決
意
の
色
や
受
験
生
（
霊
峰
）
９ 

20 

蝋
梅
の
友
の
メ
ー
ル
に
香
り
か
ぐ
（
無
尽
）
２ 

21 

枯
芦
よ
手
術
近
付
き
夕
暮
れ
ぬ
（
寶
州
）
５ 

22 

秘
仏
見
る
ご
と
し
げ
し
げ
と
寒
牡
丹
（
宗
道
）
２ 

23 

立
春
や
物
干
し
後
の
日
射
し
か
な
（
大
造
）
１ 

24 

腕
伸
ば
し
見
上
げ
た
空
に
梅
の
花
（
慧
澄
）
２ 

25 

来
し
方
も
行
く
末
も
い
と
し
節
分
や
（
宝
蔵
）
２ 

26 

二
ン
月
や
予
報
は
晴
れ
の
曇
り
空
（
大
造
）
１ 

27 

木
々
の
芽
も
爆
ぜ
よ
と
今
日
の
日
和
か
な
（
霊
峰
）
３ 

28 

寒
月
や
家
路
を
急
ぐ
靴
の
音
（
宗
道
）
３ 

29 

冷
ゆ
る
ほ
ど
夜
汽
車
の
音
の
は
っ
き
り
と
（
白
堂
）
５ 

30 

鉄
瓶
の
湯
気
障
子
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
（
宝
蔵
）
３ 

31 

春
雷
や
昼
寝
の
夢
の
続
き
か
な
（
無
尽
）
４ 

32 

水
平
線
遠
く
気
付
き
ぬ
春
霞
（
寶
州
）
１ 

33 

皸
に
ニ
ベ
ア
塗
り
籠
む
鰥
夫
か
な
（
大
造
） 

34 

新
雪
を
踏
め
ば
き
ゆ
つ
と
鳴
り
に
け
り
（
宗
道
）
２ 

35 

さ
さ
や
き
て
耳
朶
に
溶
け
行
く
牡
丹
雪
（
霊
峰
）
４ 

36 

旧
正
や
吾
が
靴
磨
き
子
と
遊
ぶ
（
無
尽
）
１ 

37 

立
春
や
朝
日
迎
え
る
散
歩
道
（
慧
澄
）
１ 

38   

水
仙
の
薫
り
を
探
す
氷
雨
か
な
（
実
道
）
５ 

 

３月は各支部摂心会の月です。 

投句締切は２６日（日）厳守！としますので 

摂心会の感慨も含め投句をお願いします。 

 


